
数学Ⅱ・数学Ｂ
問 題 選 択 方 法

第１問 必 答

第２問 必 答

第３問 �
�
�
�
�
�
�
�

いずれか�問を選択し，

解答しなさい。
第４問

第５問

― ２５ ― （２２０５―２５）



第１問 （必答問題）（配点 ３０）

〔�〕

 x＞�とする。log３ xを，�を底とする対数を用いて表そう。

t＝ log３ xとおくと， ア が成り立つ。これにより，log２ x＝ イ

となるので，t＝ ウ が得られる。すなわち，log３ x＝ ウ である。

ア の解答群

� �＝ t x � �＝ xt � x＝３t

	 x＝ t３ 
 t＝３x � t＝ x３

イ の解答群

� �log３ t � �log２ t � t log２�

	 t log３� 
 log２３
t

� log３２
t

ウ の解答群

� �log２ x � x log２� � log２
�
x

	 log２
x
� 
 log２ x

log２�
� log２�

log２ x

（数学Ⅱ・数学Ｂ第１問は次ページに続く。）

（注）この科目には，選択問題があります。（２５ページ参照。）数学Ⅱ・数学Ｂ

― ２６ ― （２２０５―２６）



 底が異なる二つの対数について，それらの和と積の大小関係を考えよう。

� x＞�とし
f（x）＝ log２ x＋ log３ x
g（x）＝（ log２ x）・（ log３ x）

とおく。不等式
f（x）＞g（x） ………………………… 

を満たす xの値の範囲を調べる。

f（x）と g（x）を，それぞれ�を底とする対数を用いて表すと
f（x）＝ A log２ x， g（x）＝ B（ log２ x）２

となる。ここで

A＝ エ ， B＝ オ

である。X＝ log２ xとおくと，Xのとり得る値の範囲は実数全体である。
Xについての不等式 AX＞ BX２を満たす Xの値の範囲は

カ ＜ X＜ キ

である。
よって，を満たす xの値の範囲は

ク ＜ x＜ ケ

である。

エ ～ キ の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）

� � � � � �

	 －� 
 log２� � �
log２�

 （ log２�）２ � �
（ log２�）２ � �＋ log２�

� �
１＋ log２� � �＋ �

log２�
� log２�

１＋ log２�

（数学Ⅱ・数学Ｂ第１問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ２７ ― （２２０５―２７）



� x＞�とし

F（x）＝ log�
�
x＋ log�

�
x

G（x）＝�� log
�
�
x	
・
�
� log

�
�
x	


とおく。不等式

F（x）＞G（x） ………………………… 

を満たす xの値の範囲を調べる。

と同様に考えると，log�
�
xは�を底とする対数を用いて コ と

表せる。また，log�
�
xも�を底とする対数を用いて表すことができる。

このことから，f（x）と g（x）を�で定めた関数とするとき，F（x）と

G（x）をそれぞれ f（x）または g（x）を用いて表すと

F（x）＝ サ ， G（x）＝ シ

となる。よって，を満たす xの値の範囲は

ス

セ
＜ x＜ ソ

であることがわかる。
（数学Ⅱ・数学Ｂ第１問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ２８ ― （２２０５―２８）



コ の解答群

� log２ x � － log２ x � �
� log２ x

� － �
２ log２ x � �

log２ x
	 － log２�x

サ ， シ の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）

� f（x） � － f（x）� f（x）
� � f（x）


 � f（x）
�

	 g（x） � － g（x） g（x）
� � g（x）


 � g（x）
�

（数学Ⅱ・数学Ｂ第１問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ２９ ― （２２０５―２９）



〔�〕 花子さんは，三角関数の表を見て，角 θが９０°に近づくときの tan θの値の

変化に興味をもった。なお，表�は三角関数の表の一部である。

表 �

θ tan θ

… …

８１° ６．３１３８

８２° ７．１１５４

８３° ８．１４４３

… …

８９° ５７．２９００

９０° ―

そこで，�＜ x＜ π

� を満たす xに対して，tan
�
�
π

� －�x
�
	と tan

�
�
π

� － x
�
	

の値を比較してみることにした。
（数学Ⅱ・数学Ｂ第１問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ３０ ― （２２０５―３０）



 tan�x＝ sin�x
cos�x ＝

タ
cos２ x－ sin２ x

より，分母と分子をそれぞれ cos２ x

で割ると

tan�x＝ チ

となる。さらに�＜ α＜ π

� を満たす α に対して，tan
�
�
π

� － α
�
�＝

�
tan α

が成り立つことから，
tan��

π

� －�x
�
�

tan��
π

� － x
�
�
は tan xを用いて

tan��
π

� －�x
�
�

tan��
π

� － x
�
�
＝ ツ ………………………… 

と表せる。

タ の解答群

	 sin x 
 cos x � �sin x

� �cos x  sin２ x � �sin２ x－�

� cos２ x � �cos２ x－� � �sin x cos x

チ ， ツ の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）

	 �tan x 
 �
２tan x � tan２ x

� �
tan２ x

 １＋ tan２ x
� � �

１＋ tan２ x

� １－ tan２ x
� � �

１－ tan２ x � １＋ tan２ x
２tan x

� ２tan x
１＋ tan２ x � １－ tan２ x

２tan x � ２tan x
１－ tan２ x

（数学Ⅱ・数学Ｂ第１問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ３１ ― （２２０５―３１）



 から，�＜ x＜ π

� のとき
tan��

π

� －�x
�
�

tan��
π

� － x
�
�
のとり得る値の範囲は

テ ＜
tan��

π

� －�x
�
�

tan��
π

� － x
�
�
＜ ト ……………………… 

である。

テ ， ト の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）

	 � 
 � � �  �

� � � �
� � �

� � �
�

（数学Ⅱ・数学Ｂ第１問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ３２ ― （２２０５―３２）



 花子さんは，表�に載っていない tan８９．５°の値を，を用いて調べるこ

とにした。

�＜ x＜ π

� のとき，tan
�
�
π

� －�x
�
	＝ tan８９°を満たす xは

x＝
π

ナニヌ

である。

花子さんは，表�を参考にして tan８９°＝５７．２９とした。を用いると

tan８９．５°の値は ネ であることがわかる。

ネ の解答群


 ３０未満 � ３０以上４０未満

� ４０以上５０未満  ５０以上６０未満

� ６０以上７０未満 � ７０以上８０未満

� ８０以上９０未満 � ９０以上１００未満

� １００以上１１０未満 � １１０以上

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ３３ ― （２２０５―３３）



第２問 （必答問題）（配点 ３０）

f（x）＝ x３－�x２＋�とする。

 f′（x）＝ ア x２－ イ xであるから，f（x）は x＝ ウ で極大値

エ をとり，x＝ オ で極小値 カ をとる。

�≦ x≦�の 範 囲 に お い て，f（x）は x＝ キ で 最 大 値 を と り，

x＝ ク で最小値をとる。また，�≦ x≦�の範囲において，f（x）は

x＝ ケ で最大値をとり，x＝ コ で最小値をとる。

 tを実数とし，t≦ x≦ t＋�の範囲における f（x）の最大値をM（ t），最小値

をm（ t）とおく。

M（ t）＝ f（ t＋�）かつm（ t）＝ f（ t）となるような tの値の範囲は

t≦ サシ ， ス ≦ t

である。また，M（ t）＝ f（ t）かつm（ t）＝ f（ t＋�）となるような tの値の範囲は

セ ≦ t≦ ソ

であり，このときM（ t）－m（ t）＝ f（ t）－ f（ t＋�）となることに注意すると，

セ ≦ t≦ ソ の範囲においてM（ t）－m（ t）は t＝
タ

チ
で最大値

をとることがわかる。
（数学Ⅱ・数学Ｂ第２問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ３４ ― （２２０５―３４）



 �≦ t≦�とし，座標平面において�点（ t，f（ t）），（ t，�）を結んでできる線

分を l１とおく。tが�≦ t≦�の範囲を動くとき，l１が通過する部分を図示する

と図�の灰色部分となる。ただし，境界（境界線）を含む。なお，図�においては

関数 y＝ f（x）のグラフの�≦ x≦�の部分を実線で表している。

このとき，図�の灰色部分の面積は
ツテ

ト
である。

y

O
x

1

y　＝　f(　x　)

図 �
（数学Ⅱ・数学Ｂ第２問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ３５ ― （２２０５―３５）



 g（x）＝ x３－�x２＋�x＋�と し，座 標 平 面 に お い て�点（ t，f（ t）），

（ t，g（ t））を結んでできる線分を l２とおく。また，rを実数とし，実数 tが

r≦ t≦ r＋�の範囲を動くとき，l２が通過する部分の面積を Sとする。

� f（x）－ g（x）の値は， ナ 。したがって，すべての実数 rに対して，

S＝ ニ が成り立つ。

ナ の解答群

� つねに正である

� つねに負である

� 正になることも，負になることも，	になることもある

ニ の解答群

� �
�

���

f（x）dx � �
�

���

g（x）dx

� �
�

���

｛－ f（x）｝dx 
 �
�

���

｛－ g（x）｝dx

� �
�

���

｛ f（x）－ g（x）｝dx � �
�

���

｛ f（x）＋ g（x）｝dx

 �
�

���

｛g（x）－ f（x）｝dx � �
�

���

｛－ f（x）－ g（x）｝dx

（数学Ⅱ・数学Ｂ第２問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ３６ ― （２２０５―３６）



� Sを計算すると

S＝ f（r＋�）－ f（r）＋�

となることがわかるので，rの値が r＝ セ から r＝ ソ まで増加す

るとき，Sの値は ヌ ことがわかる。

ヌ の解答群

� 増加する � 増加してから減少する

� 減少する � 減少してから増加する

	 一定である

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ３７ ― （２２０５―３７）



第３問 （選択問題）（配点 ２０）

以下の問題を解答するにあたっては，必要に応じて４３ページの正規分布表を用

いてもよい。

太郎さんと花子さんは，「はい」か「いいえ」のどちらかで答えられる質問を考えて

いる。質問数は一つで，確率 pで「はい」の回答が得られ，確率�－ pで「いいえ」

の回答が得られるものとする。この質問を，三人からなるグループの一人ひとりに

別々に示し，そのうち一人だけが「はい」と回答する確率を考えたい。

 �組のグループにおいて，三人のうち一人だけが「はい」と回答する確率を qと

する。このとき，qは pの関数となり，q＝ f（p）とおくと

f（p）＝３C ア
p（�－ p）３－ ア

であり，f��
�
�
�
�＝

イ

ウ
となることがわかる。また，�≦ p≦�における

関数 q＝ f（p）のグラフは図�のようになる。

q

p
O

3
1 1

図� 関数 q＝ f（p）のグラフ
（数学Ⅱ・数学Ｂ第３問は次ページに続く。）

第３問～第５問は，いずれか２問を選択し，解答しなさい。数学Ⅱ・数学Ｂ

― ３８ ― （２２０５―３８）



 太郎さんと花子さんは，「質問Ⅰ」を作成し，試しに三人からなる�組のグルー

プに質問した。その結果が図�に示されており，三人のうち一人だけが「はい」と

回答したのは，グループ�とグループ�の�組のグループであった。

グループ� グループ� グループ�

× × × 〇 × × 〇 〇 ×
グループ� グループ� グループ�

〇 × 〇 × 〇 〇 × 〇 〇
グループ	 グループ
 グループ�

〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 ×
〇は「はい」，×は「いいえ」を表す。

図� �組のグループに質問した結果

太郎さんと花子さんは，三人のうち一人だけが「はい」と回答したグループの割

合が �� となったので，の qを用いて q＝
�
� となる pについて考えること

にした。q＝ �� となる pについては，方程式 f（p）－
�
� ＝�が

�
p－

エ

オ
�
�（�p

２－１２p＋�）＝�

と変形できることに着目することにより求められる。
（数学Ⅱ・数学Ｂ第３問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ３９ ― （２２０５―３９）



 太郎さんと花子さんは，p＝
エ

オ
となるように工夫して「質問Ⅱ」を考

え，今度は三人からなる１００組のグループに質問した。その結果，三人のうち一

人だけが「はい」と回答したグループは２５組であった。

� 太郎さんと花子さんは，「質問Ⅱ」におけるの qが �� となるかどうかを

回答の結果から確かめることにした。そこで，qに対する信頼度９５％の信頼

区間を考えている。

太郎：三人のうち一人だけが「はい」と回答するグループの数を確率変数と

して考えてみたらどうかな。

花子：二項分布を用いるといいね。

三人のうち一人だけが「はい」と回答するグループの数を確率変数 Xで表す

と，Xは二項分布 B�� カ ，q��に従う。標本の大きさは十分に大きいの

で，二項分布の正規分布による近似を用いて qに対する信頼度９５％の信頼区

間を求めることができる。その信頼区間は０．１７≦ q≦０．３３となるから，��

が信頼区間に含まれることが確認できる。

カ の解答群

	 
 � � � ２５  １００ � ３００

（数学Ⅱ・数学Ｂ第３問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ４０ ― （２２０５―４０）



� 太郎さんと花子さんは，�の結果を振り返りながら先生と話をしている。

太郎：私たちの考えたやり方では，三人のうち一人だけが「はい」と回答す

るグループの数に着目したね。

花子：ほかにも方法はないのかな。

先生：の図�を見たらわかると思うけど，関数 q＝ f（p）は �� ≦ p≦１

で減少するので，pに対する信頼度９５％の信頼区間 a≦ p≦ bか

ら，その信頼区間に対応する qのとり得る値の範囲 c≦ q≦ dを考

えることもできますよ。

花子：先生の方法だと，qのとり得る値の範囲が�で求めた qに対する

信頼区間よりせまくなるかもしれないね。

q

p
O 1

3
1 a

c

d

b

参考図
（数学Ⅱ・数学Ｂ第３問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ４１ ― （２２０５―４１）



三人からなる�組のグループに質問するとき，「はい」と回答する人数を確率

変数 Yで表すと，Yは二項分布 B�� キ ，p��に従う。三人からなる１００組

のグループに質問するときの結果を，Yと同じ確率分布をもつ母集団から無作
為に抽出した大きさ n＝１００の標本とみなす。これらを確率変数 Y１，Y２，
…，Y１００で表す。このとき，期待値は

E（Y１）＝ E（Y２）＝…＝ E（Y１００）＝ ク p

となる。三人からなる１００組のグループから得られた「質問Ⅱ」への回答結果に
おいて，標本平均 Yは１．９６，標本の標準偏差は０．９０であった。

ク pに対する信頼度９５％の信頼区間を L≦ ク p≦ Uとすると

き，P��L≦ ク p≦ U��＝０．９５である。よって

P
�
�

L

ク
≦ p≦ U

ク
�
�＝０．９５

となり，pに対する信頼度９５％の信頼区間が求められる。
標本の大きさが十分に大きいとき，母標準偏差の代わりに標本の標準偏差を
用いてよいことが知られているから，pに対する信頼度９５％の信頼区間は

ケ となることがわかる。

pに対する信頼度９５％の信頼区間から，先生が示唆した qのとり得る値の
範囲は０．１８≦ q≦０．３０となる。

キ ， ク の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）

� � 	 
 � ２５ � １００  ３００

ケ については，最も適当なものを，次の�～�のうちから一つ選べ。

� ０．５８≦ p≦０．７３ 	 ０．５９≦ p≦０．７１ � ０．６１≦ p≦０．７０

� ０．６１≦ p≦０．７６  ０．６３≦ p≦０．７４ � ０．６４≦ p≦０．７５

（数学Ⅱ・数学Ｂ第３問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ４２ ― （２２０５―４２）



正 規 分 布 表
y

zz　0O

次の表は，標準正規分布の分布曲線における右図の灰

色部分の面積の値をまとめたものである。

z０ ０．００ ０．０１ ０．０２ ０．０３ ０．０４ ０．０５ ０．０６ ０．０７ ０．０８ ０．０９
０．０ ０．００００ ０．００４０ ０．００８０ ０．０１２０ ０．０１６０ ０．０１９９ ０．０２３９ ０．０２７９ ０．０３１９ ０．０３５９

０．１ ０．０３９８ ０．０４３８ ０．０４７８ ０．０５１７ ０．０５５７ ０．０５９６ ０．０６３６ ０．０６７５ ０．０７１４ ０．０７５３
０．２ ０．０７９３ ０．０８３２ ０．０８７１ ０．０９１０ ０．０９４８ ０．０９８７ ０．１０２６ ０．１０６４ ０．１１０３ ０．１１４１
０．３ ０．１１７９ ０．１２１７ ０．１２５５ ０．１２９３ ０．１３３１ ０．１３６８ ０．１４０６ ０．１４４３ ０．１４８０ ０．１５１７
０．４ ０．１５５４ ０．１５９１ ０．１６２８ ０．１６６４ ０．１７００ ０．１７３６ ０．１７７２ ０．１８０８ ０．１８４４ ０．１８７９
０．５ ０．１９１５ ０．１９５０ ０．１９８５ ０．２０１９ ０．２０５４ ０．２０８８ ０．２１２３ ０．２１５７ ０．２１９０ ０．２２２４

０．６ ０．２２５７ ０．２２９１ ０．２３２４ ０．２３５７ ０．２３８９ ０．２４２２ ０．２４５４ ０．２４８６ ０．２５１７ ０．２５４９
０．７ ０．２５８０ ０．２６１１ ０．２６４２ ０．２６７３ ０．２７０４ ０．２７３４ ０．２７６４ ０．２７９４ ０．２８２３ ０．２８５２
０．８ ０．２８８１ ０．２９１０ ０．２９３９ ０．２９６７ ０．２９９５ ０．３０２３ ０．３０５１ ０．３０７８ ０．３１０６ ０．３１３３
０．９ ０．３１５９ ０．３１８６ ０．３２１２ ０．３２３８ ０．３２６４ ０．３２８９ ０．３３１５ ０．３３４０ ０．３３６５ ０．３３８９
１．０ ０．３４１３ ０．３４３８ ０．３４６１ ０．３４８５ ０．３５０８ ０．３５３１ ０．３５５４ ０．３５７７ ０．３５９９ ０．３６２１

１．１ ０．３６４３ ０．３６６５ ０．３６８６ ０．３７０８ ０．３７２９ ０．３７４９ ０．３７７０ ０．３７９０ ０．３８１０ ０．３８３０
１．２ ０．３８４９ ０．３８６９ ０．３８８８ ０．３９０７ ０．３９２５ ０．３９４４ ０．３９６２ ０．３９８０ ０．３９９７ ０．４０１５
１．３ ０．４０３２ ０．４０４９ ０．４０６６ ０．４０８２ ０．４０９９ ０．４１１５ ０．４１３１ ０．４１４７ ０．４１６２ ０．４１７７
１．４ ０．４１９２ ０．４２０７ ０．４２２２ ０．４２３６ ０．４２５１ ０．４２６５ ０．４２７９ ０．４２９２ ０．４３０６ ０．４３１９
１．５ ０．４３３２ ０．４３４５ ０．４３５７ ０．４３７０ ０．４３８２ ０．４３９４ ０．４４０６ ０．４４１８ ０．４４２９ ０．４４４１

１．６ ０．４４５２ ０．４４６３ ０．４４７４ ０．４４８４ ０．４４９５ ０．４５０５ ０．４５１５ ０．４５２５ ０．４５３５ ０．４５４５
１．７ ０．４５５４ ０．４５６４ ０．４５７３ ０．４５８２ ０．４５９１ ０．４５９９ ０．４６０８ ０．４６１６ ０．４６２５ ０．４６３３
１．８ ０．４６４１ ０．４６４９ ０．４６５６ ０．４６６４ ０．４６７１ ０．４６７８ ０．４６８６ ０．４６９３ ０．４６９９ ０．４７０６
１．９ ０．４７１３ ０．４７１９ ０．４７２６ ０．４７３２ ０．４７３８ ０．４７４４ ０．４７５０ ０．４７５６ ０．４７６１ ０．４７６７
２．０ ０．４７７２ ０．４７７８ ０．４７８３ ０．４７８８ ０．４７９３ ０．４７９８ ０．４８０３ ０．４８０８ ０．４８１２ ０．４８１７

２．１ ０．４８２１ ０．４８２６ ０．４８３０ ０．４８３４ ０．４８３８ ０．４８４２ ０．４８４６ ０．４８５０ ０．４８５４ ０．４８５７
２．２ ０．４８６１ ０．４８６４ ０．４８６８ ０．４８７１ ０．４８７５ ０．４８７８ ０．４８８１ ０．４８８４ ０．４８８７ ０．４８９０
２．３ ０．４８９３ ０．４８９６ ０．４８９８ ０．４９０１ ０．４９０４ ０．４９０６ ０．４９０９ ０．４９１１ ０．４９１３ ０．４９１６
２．４ ０．４９１８ ０．４９２０ ０．４９２２ ０．４９２５ ０．４９２７ ０．４９２９ ０．４９３１ ０．４９３２ ０．４９３４ ０．４９３６
２．５ ０．４９３８ ０．４９４０ ０．４９４１ ０．４９４３ ０．４９４５ ０．４９４６ ０．４９４８ ０．４９４９ ０．４９５１ ０．４９５２

２．６ ０．４９５３ ０．４９５５ ０．４９５６ ０．４９５７ ０．４９５９ ０．４９６０ ０．４９６１ ０．４９６２ ０．４９６３ ０．４９６４
２．７ ０．４９６５ ０．４９６６ ０．４９６７ ０．４９６８ ０．４９６９ ０．４９７０ ０．４９７１ ０．４９７２ ０．４９７３ ０．４９７４
２．８ ０．４９７４ ０．４９７５ ０．４９７６ ０．４９７７ ０．４９７７ ０．４９７８ ０．４９７９ ０．４９７９ ０．４９８０ ０．４９８１
２．９ ０．４９８１ ０．４９８２ ０．４９８２ ０．４９８３ ０．４９８４ ０．４９８４ ０．４９８５ ０．４９８５ ０．４９８６ ０．４９８６
３．０ ０．４９８７ ０．４９８７ ０．４９８７ ０．４９８８ ０．４９８８ ０．４９８９ ０．４９８９ ０．４９８９ ０．４９９０ ０．４９９０

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ４３ ― （２２０５―４３）



第４問 （選択問題）（配点 ２０）

mを�ではない定数とする。座標平面において，�本の直線
y＝�x ………………………… 
y＝mx＋� ………………………… 

を考える。
原点（�，�）を Q０，点（�，�）を P１とし，次の手順で点 Q１，P２，Q２，…，Pn，
Qn，Pn＋�，…を定める。

手順
● P１から x軸に平行な直線を引いて，直線との交点を Q１とする。
● Q１から y軸に平行な直線を引いて，直線との交点を P２とする。…

● Pnから x軸に平行な直線を引いて，直線との交点を Qnとする。
● Qnから y軸に平行な直線を引いて，直線との交点を Pn＋�とする。…

…

…

y

Q　1
P　1

Q　0

P　2

P　n

P　n＋1

②　y　＝　mx　＋４

Q　2

Q　n

x

①　y　＝２x

参考図��m＝
�
� のとき

	



（数学Ⅱ・数学Ｂ第４問は次ページに続く。）

第３問～第５問は，いずれか２問を選択し，解答しなさい。数学Ⅱ・数学Ｂ

― ４４ ― （２２０５―４４）



 m＝� と す る。す な わ ち， は y＝�x＋� で あ る。Q１ の 座 標 は

�
� ア ， イ �

�であり，P２の座標は
�
� ウ ， エ �

�である。

自然数 nについて，Pnの y座標を anとする。Qnの x座標を anを用いて表す

と， オ となる。よって，Pn＋�の y座標 an＋�は カ となる。したがっ

て，数列｛an｝の一般項は an＝ キ である。

オ ， カ の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）

	 �an 
 an－�

� �
� an � �

� an－�

 �an－� � �an＋�

� �an－� � an＋�

キ の解答群

	 �n 
 �n＋� � �n－�

� ２n＋１  ２n＋� � ４n

（数学Ⅱ・数学Ｂ第４問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ４５ ― （２２０５―４５）



 m＝－�とする。すなわち，は y＝－ x＋�である。自然数 nについて，

Pnの y座標を bnとする。

� 数列｛bn｝について，b１＝ ク かつ

bn＋�＝
ケコ

サ
bn＋ シ （n＝�，�，�，…）

となる。よって，数列｛bn｝の一般項は

bn＝
ス

セ
�
�

ソタ

チ
	


n－�

＋
ツ

テ

となる。
（数学Ⅱ・数学Ｂ第４問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ
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� 自然数 nについて，Qn－�と Pnを結ぶ線分の長さを cnとし，Pnと Qnを結

ぶ線分の長さを dnとする。Q０，P１，Q１，P２，…，Pn，Qnを順に結んだ折れ

線の長さを Snとおく。Sn＝ c１＋ d１＋ c２＋ d２＋…＋ cn＋ dnである。

すべての自然数 nについて，dnを cnを用いて表すと，dn＝ ト であ

る。また，数列｛cn｝について

cn＋�＝ ナ （n＝�，�，�，…）

が成り立つ。このことを用いると

Sn＝ ニ （n＝�，�，�，…）

となる。

ト ， ナ の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）

� �
� cn � cn � �cn

	 cn－� 
 － �
� cn＋� � － cn＋�

ニ の解答群

� �n＋� � �n＋�

� �
� n

２＋ �� n＋� 	 �
� n

２＋ �� n＋�


 ４���－

�
�
�
�
�
n－１�
� � ６���－


�
�
�
�
�
n－１�
�

� ８���－

�
�
�
�
�
n�
� � １２���－


�
�
�
�
�
n�
�

数学Ⅱ・数学Ｂ
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� �

第５問 （選択問題）（配点 ２０）

平面上に�点 O，A，Bがある。ただし，O，A，Bは同一直線上にはないとす

る。a＝��OA，b＝��OBとおく。

tを�＜ t＜�を満たす実数とし，�点 P，Q，Rを以下のように定める。

● 線分 OAを（�－ t）：tに内分する点を Pとする。
● 線分 OBを t：（�－ t）に内分する点を Qとする。
● 線分 PQを t：（�－ t）に内分する点を Rとする。

A

O

B

R
Q

P

参考図�� t＝
�
�のとき

	



（数学Ⅱ・数学Ｂ第５問は次ページに続く。）

第３問～第５問は，いずれか２問を選択し，解答しなさい。数学Ⅱ・数学Ｂ

― ４８ ― （２２０５―４８）



� �

� �

� �


��
OP，��OQ，��ORを a，bと tを用いて表すと

��
OP＝ ア a， ��

OQ＝ イ b

��
OR＝ ウ a＋ エ b

である。

ア ～ エ の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）

� t � （ t－�） � （�－ t） � （－ t）

� t２ 	 t（�－ t） 
 �t（�－ t） � （�－ t）２

 O，A，Bを図�の位置にとる。t＝ �
 のときの Rの位置として，図�にお

ける点 R０，R１，…，R９のうち，正しいものは オ である。ただし，図�に
おける破線は，OAを�等分する点を通り OBに平行な線分と，OBを�等分す
る点を通り OAに平行な線分である。また R０，R１，…，R９は，いずれもこれら
の線分どうしの交点である。

A

O B

R　0

R　1

R　2 R　3

R　5

R　4

R　6

R　7 R　8 R　9

図 �

オ の解答群

� R０ � R１ � R２ � R３ � R４

	 R５ 
 R６ � R７ � R８ � R９

（数学Ⅱ・数学Ｂ第５問は次ページに続く。）
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� �
 ０°＜∠AOB＜９０°の場合を考える。��OC＝ a＋ bを満たす点 Cをとる。Oを

通り直線 OCと垂直に交わる直線を lとする。tが�＜ t＜�の範囲を動くと

き，Rと lの距離について考えよう。

直線 BCと lの交点を Dとし，kを OA：BD＝�：kを満たす正の数とする。

C

B

A

l

R

O
D

参考図
（数学Ⅱ・数学Ｂ第５問は次ページに続く。）
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� �� ��
ODを a，bと kを用いて表すと

��
OD＝ カ

である。また，直線 OCと直線 ODが垂直に交わることから，k＝ キ で

あることがわかる。

� � � �

� � � �

� � � �

� � � �

カ の解答群

� ka＋ b � ka－ b

� － ka＋ b � － ka－ b

� a＋ kb 	 a－ kb


 － a＋ kb � － a－ kb

キ の解答群

�
�
�
��a��
��b��

�
�
�
��b��
��a��

�
� � �
� � �
��a��

２＋ a・b
��b��

２＋ a・b
�

� � �
� � �
－��a��２－ a・b
��b��

２＋ a・b

�
� � �
� � �
��b��

２＋ a・b
��a��

２＋ a・b
	

� � �
� � �
－��b��２－ a・b
��a��

２＋ a・b

（数学Ⅱ・数学Ｂ第５問は次ページに続く。）
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� � � �

� � � �

� �

�

�

� c＝��OC，d＝��ODとおく。��ORを，垂直な二つのベクトル c，dと k，tを用

いて表すことを考えよう。まず aと bは，c，dと kを用いると

a＝ �
k＋１

�
� ク �

�， b＝ �
k＋１

�
� ケ �

�

と表すことができる。

これから

��
OR＝ �

k＋１
�
� コ t２－ サ t＋ シ �

�c

＋ �
k＋１

�
� ス t－ セ �

�d

であることがわかる。

� � � � � �

� � � �

ク ， ケ の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）

	 c＋ d 
 c－ d � － c＋ d

� kc＋ d  c＋ kd

コ ～ セ の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）

	 �
� 
 � � �

� k  �k � （k＋�）

� �（k＋�） � （k－�） � �（k－�）

（数学Ⅱ・数学Ｂ第５問は次ページに続く。）
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� tが�＜ t＜�の範囲を動くとき，Rと lの距離が最小になるのは

t＝ ソ のときである。

ソ の解答群

� �
� � �

k－１ � �
k－１ 	 �

k


 �
k

� k－１
k

� �
k＋１  �

k＋１

� k－１
k＋１ � k

k＋１

数学Ⅱ・数学Ｂ
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